
  
2025～2026 SHIMONOSEKI－NORTH ROTARY CLUB 
2026年2月3日（火）第2497回例会 節食の日 定例理事会 

 
フランチェスコ・アレッツォ RI会長テーマ UNITE FOR GOOD 「よいことのために手を取りあおう」 
土肥 慎二郎 第2710地区ガバナー信条 「Enjoy Rotary」 ～思いやりと奉仕の心で～ 
田渕 清隆会長方針 「明るく・楽しく・元気よく!!」 

  
  例会進行  点鐘   ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ  会長挨拶ならびに来訪者紹介   食事   

出席報告 SAA報告 委員会報告 幹事報告 本日のプログラム 点鐘 
  

プログラム 

 
2 月 3日（火） 

   会員卓話 

    「下関の観光について」 

下関コンベンション協会副会長 福田 稔 君 

   

 

 

次回予定 

 2 月 10 日（火） 

   会員卓話 

国際奉仕委員長 堀 茂 君 

 

 

 

 

 

  

 他ｸﾗﾌﾞ 

 
下関西  2月4日（水） 
     「外部卓話」 
      おばんざい屋「永」店主 藤本 法子 様 
 
 
下関東  2月5日（木） 
     「新会員卓話」 
     ㈱中電工 下関営業所 所長 中村 行裕 さん 
     ㈲拓栄 代表取締役 山内 拓朗 さん 
 
 
下関中央 2月6日（金） 

「職場例会」 
於 トヨタ自動車 宮田工場 

 
 
下 関  2月9日（月） 
     「絵を描くことを通じて伝えたいこと」 
     画家 石原 英介 様 
 
      
                         
                         

 

 
（幹事・委員会報告） 

 
◇2710地区事務局他 
  ①RI日本事務局より財団室NEWS2月号を受領しました。 
  
 ②RI日本事務局より2月ロータリーレートを受領しました。1＄154円です。 
 
 
 
 
 
◇幹事報告 
 ①花蓮RCよりクラブ会報を受領しました。 
 
 ②本日13:40より、はまゆうの間にて第8回定例理事会が開催されます。 

 
  ③本日、炉辺会合が開催されます。時間 18:30～ 於 からと屋 
 
 ④1月度 年次基金⇒14,000円、ポリオ基金⇒114,000円、米山寄付金⇒21,000円 
      コイン⇒9,339円、ニコニコ⇒58,000円 
      合計⇒216,339円 ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

（例会変更）～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
  
 

   
事務局〒750-0063下関市新地町6-11新地岡田ビル3F  設立記念日1973年2月25日           

    TEL242-7230 FAX242-0656  Ｅメール kitarc@abelia.ocn.ne.jp 
例会日 毎週火曜日 12:30（毎月第3火曜日は定例夜間例会18:30） 例会場ｼｰﾓｰﾙﾊﾟﾚｽ TEL231-7000 

（おめでとう） 

 会員一同心からお祝い致します 
     誕生日  
    2月3日 唐 謙毅 君 

2月8日 大柳 篤司 君 
 

         
    結婚記念日 
    2 月 6日 山根 康男 君 
     
 
    事業所設立記念日 

なし 
 

 
入会記念日 
なし 

 

（先週のSMILE-BOX） 
☆会員・配偶者誕生日    山田 博君、上原 沙智子さん 
 
☆結婚記念日          
 
☆事業所設立記念日      佐野 公一君、坂田 真一君 
 
☆入会記念日 
 

 

（録音欄）                  

『思考をトレースする』 

 

私が会長を務めさせていただいております下関商工会議所青年部ですが、私の会長としての任期も、残り２か

月を切りました。下関北ロータリーの仲間の皆様方にも、いつも多大なご支援、ご協力いただきありがとうござ

います。 

 さて本日は、私が普段のコミュニケーションで大事にしていることを一つお伝えします。それは「思考をトレ

ースする」ことです。 

 相手に伝えるため、とにかく自分の「言いたいこと」を一生懸命言う人もいます。しかし、それでは話が前に

進みません。相手の頭の中の地図を見ずに「こっちが正しい」と正論を押しても、相手からすると「いや、そこ

じゃないんよ」となってしまう。日々の場面でも起こりがちではないでしょうか。 

 私が意識しているのは、いきなり答えを返す前に、まず相手の思考の道筋をこちらで一度なぞることです。相

手はいま何を前提にしていて、どこに引っかかっていて、何を大切にしているのか。そこを丁寧に追っていくと、

相手の「肝」が見えてきます。 

 人は「正しさ」より先に、「分かってもらえた」で心が開くものです。そのうえで初めて、建設的な提案や調整

ができると感じています。 

青年部の会長をさせていただく中で、これは何度も痛感しましたし、弁護士としての本業においても、同じこ

とを感じる場面があります。私もまだまだ勉強中の身ですので、引き続き「相手の思考をトレースする」ことを

意識し、聴く力、そして本質を捉えて言語化する力を磨いていきたいと思います。 

秋森 和也  

 

（今月のMake―Up） 
1/26（月）社会福祉協議会寄贈式出席者 
2/3（火）第8回定例理事会出席者 
2/3（火）炉辺会合出席者 
 
 
（先週の欠席） 
稲田君、井上君、江木君、大西君、大柳君、岡田直さん、岡
本昭君、沖野さん、河野君、岸本君、坂田君、佐野君、品川
君、嶋村君、辻浩君、冨田君、中原君、林君、福田正君、福
本君、堀君、山野君、吉村君 

会員数 欠席数 出席率 修正出席率 

 
 
58名 

 
 
23名 

 
 
60.34% 

 
 

70.69% 
 

先週の残食 1 食 
欠席連絡は例会前日16:00までに事務局へご連絡ください。
※例会前日が祝日の場合は、前週金曜日16:00まで。 
それ以降の連絡は、残食となります。 


